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 封管1,距,皿,V共 に管を開いた際に彊蜜1いアンモsヤ 臭を護する.こ の事實 より樹脂の三

次元結合の喪蓮にはアンモニヤの脱離が關係あるもω と推定 される.

 メタアミノスチロ贈ル重合髄のヂアゾ化及びカツプリング  前記の封管1,皿,皿,Vの

内容物を取 り出し,先 す溶解性を調べたが通常の有機溶剤に不溶である.濃 鷺酸に溶解 しよう

と試みたが膨潤するのみで溶解 しない.濃 硫酸約5cじ に樹脂の細粉0.1gを 加へ水浴で少 し温め

ると均一一に溶解 して褐色の液膿 となる.こ の液を寒剤を用い0℃ ～5℃ に保ち,掩 搾しなが ら

固艦の亜硝酸 ソーダを投入して行 くと液は粘調になつて來 る.こ れに氷を加 えて うすめ,濃 厚

アルカリにてよく冷却 しながら徐 々に中和して弱酸性 とし,こ れを常法通 リカツプル させ ると

嚢色する.上 記の方法にて封管1の 樹脂をR・SEure及 びChrolnotropsi'ureと カップル させ

て着色粉末を得た。 このものはスルフオン基を有するにも抱 らづ,高 分子量の爲に水に溶解 し

ない.封 管 璽及び皿の樹脂を同様に庭理すると,着 色固艦及び比較的低分子量物 と推定 される

水溶性染料を得 る.Naphthol ASタ曽;と木綿上にカツプル させ ると,日 光堅牢度の優秀な色調の
              ロ

美 しい 染 色 が 出 來 る.重 合 罷 に 依 る 染 料 は 日 光 堅 牢 度 は 優 秀 で あ る が,色 調 は 軍 量 罵 の 場 合 と

大 差 な く,期 待 して い た 深 い 色 の 染 料 を 符 る事 は 出 來 な か っ た.
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       48.ケ ト ン 樹 脂応 用 の 研 究(第5報)

      アセト ンー ホル マ リン樹脂 の接着 剤 への応 用(其 の4)

              香  西  保  明

 著者は前報(第3報)bに 於て既にアセFン ーホルマリン樹脂の耐水に於ける各種の接着條件

を報告 したのであるが,本 報には本接着剤 に各腫の添加剤を加えて接着力が如何 に攣化するか

を極 く簡軍に記載 する.                            .

 使用した樹脂,硬 化剃,試 験片,加 堅機,試 瞼機は総て前報の ものと全 く同 じである.樹 脂

1部(重 量)と 硬化剤0.5部(重 量)と を冷却下に於てよく混和 し,こ の混合剤 を試験片の接蔚爾

面 に塗布後加墜加熱 によつて接着せしめた.耐 水試験は接着絡了後直ちに浸水し48時闘経過後

引 き上げ(常温28。～30℃)で30州U放 置風乾 さして後勢圓〔.鵡。1を行つた.加 熱1撮度は80。～9Q℃

                   (%)
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 加 熱 時 間は1時 聞 とし接着堅 には常態試験並 に耐水試験 に於 て それぞれ最 良の接着 力を褒揮 す

 る31kg!cm2及 び18kg/cm2を 使 用 した.添 加鞘 の混入量 は総 て樹脂 に封 す る重量%を 用 い

 添 加剤 の粒子 は80メ ッシ=・'・"'通過 の もの を用いた,使 用した添 加剤 は炭 素粉,ヵ ゼイ ン(大 豆.

 牛 乳),木 粉(末 アルカ リ庭理,ア ルカ リ虎 理),コ ンニヤク,ピ オセル ローズ,焼 石膏,酸 化

 マ グネシユPム,松 脂等 であ り,そ の各 々の試験結果 は第1表 の如 くで ある.

                   第    1   表
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 【註】右側:接 着腰18kg/cln2・ 左 側:接 着墜31kg/cln2・ 上部:常 態接着力kg/cm2・-U部:耐 水接着力kg/cm2

  この 表 を通覧 す ると接 着墜は31kg/cm2よ り も18kg/cm2附 近 が有効で常態 に於 て150kg/

 cm以 上,耐 水 に以 て60 kg/crnL'以 上 の接着力 を示 す.添 加剤 は大豆 カゼイ ン5%,木 粉(末

 ア ル カ リ庭理)5%並 に瑚 易粉10%が 有 効で あることが わか る.こ の内木粉 はあ らゆ る瓢 に於

 て最 も利 川 質値 があ るので これにつ いて更 に追究 してみ た.そ の結果 は第 二表 の如 くであ る.

                   第    2   3乏

    1    援  着  力k・/・m・
   添  1-                    一一    一         一 一一 一一   
加1接 着醸Okg/・m2   接着膝18 kg/・tn2   接着墜18 kg/cmu

   量 木粉 の粒子80メ ツシユー 米粉の粒子120メ ツシユー 木粉の粒子80メ ツシユー

   霧 硬化剤30%苛 性曹達水溶液 硬化剰30%苛 性曹達水溶液 硬化剤 飽和苛性離 ・囎 液

   )隔 副 耐 水 常 劇inibr・ ・".常 皿r1諭 尿一馳
  

  

  

  

  

  

   【註 】 加熱温度:接 着屡o kg/cm2レ1♪場合100。～110℃,接 着醸18ks・/cni2の 場合1100～120℃.

     加熱時間:5分 間                  、

                      (97)
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 接 着墜 を加 えない場合 に於 ては木粉の添加量が増加 す るに從つて接着 力が著 し く減 少 し,耐

水試験 では10%の 添 加 は接着 力を皆無 に まで減 少 さして しま う.接 着堅18kg/cm2と し,木 粉

の粒子 を細 か くして120メ ッシユー通過の ものを川 い ると耐水性 が弧 くなつ て來 る.し か も添

加量 が5%の 際 に最強度(80kg/cm2)を 表 わし)]夏 に30%苛 性 曹 達水溶液 の代 りに飽 和苛性曹

達水溶液 を木 粉の粒子8Dメ.シ=・ ・r一通過 の もの5%を 添 加 して使用 すれば常態,耐 水共 に強度

を増大 し常態 に於 て160kg/cm2,耐 水 に於て90 kg!cm2の 接 着 力 を示 す こ とが認 め られた.

 以 上 の試験結果 を縛括 す ると次 の事が結論 され る.(i)添 加 料 として炭素粉,松 脂 粉松脂 等

の除外例 はあ るが概 して無機物 よ り有機物 が有効 であ る。(2)添 加 齊1を加 え る際 には接着堅 は

31kg/cu12よ り も1 8 ,〈 9/Cm2が 概 してイ∫効で ある.(3)常 態,耐 水,爾 試験 を通 じて接 着 力を

壇彊 する添 加剛 は大 豆 カゼ ・fンC5%),木 粉(末 アルカ リ庭 理)(5%),萄 膓 粉(10%)で あ るが,

利 用慣値の黙か ら木粉が良好 と考 え られ る.特 に硬化剤 として飽和苛 性曹蓮 溶液 は最 良の如 く

考 え られ る.

 以上の研究 ま京都大學木材研究町f後藤助教授 との共同研究である.研 究中終始脚懇篤なる御鞭捷 と御助雪

を賜つた恩師野津教授,又 多大の便宜を興へられた京都大學木材研究所々長梶田教授並に京都大學工學部藤

野教授に封して深甚なる感謝 を捧 ぐ.

 1)香 西保明:本 誌,18,(昭 和24年),19.

              (昭 和24年7月9日 受 理)

      49・臭化水素 を助剤 εす る新 アセ チル化 法

            宍 戸 圭 一,野 崎 一,間 藤 太 雄

 無 水酪酸 を用い て水酸基 を有す る化合物 をアセチル化す るに當 り,從 來色 々の助剤,例 えば

無水酷酸 ソーダ,濃 硫酸,ピ リヂン等が良 く使川 されて い るが,i嚢 に樹研究 室ではハ ロゲ ン化

ア七チル,殊 に臭 化ア セチルの痕跡量 を加 えた ものが温和 な反慮條 件で張 力 なア セチル化作 川

を呈 す ることを見 川 した.本 方法 に依れば,從 來特 にアセチル化困難 とされてゐた脂 肪族第 三

級 アル コ・・一ルで も客 易にアVチ ル化す るこ とが川來 る.共 の後 この反慮 に就 いて更 に検 討 を加

えた結果,本 アセ チル化法 では必 らす し も臭化ア セチルを要 せす,,臭 化 水素ガ ス或 いは更 に48

%臭 化水素酸 を助剤 として も充分反慮 す ることをli忍め た.口 下種 々の 化合物 に就 いて桧 討 中で

あ るが,藪 では その うちの2,3に 就 いて報 告す る.

 嚢 に「合 威法集成」第1輯 に装 表 した酷酸第三ブチル製取法 の臭 化 アセチ ルの代 りに臭 化水素

ガスを無水酷酸 に溶解 した もの を助剤 として實験 を繰 返 した.即 ち,第 三級 ブチルア ルコール

7.4gr(0・1モ ル)と 無水酷酸15.3ぎ(0・15モ ル)と の混合物 に臭 化水素 の無水 酷酸溶液0.6ぎ1・(臭 化

水素 として0.005モ ル に相當す る)を 約30分 力・かつて滴 加 した.反 慮 は稜熱 を絆 う'から適二t`1:水

冷 し反慮温 度を25℃ に保つtこ.更 に1時 冊 この温度で掩 控 を績 けた後,生 成物 を常法 に依 り庭

理 して常巫 下 に蒸溜 し沸黙94～97℃ の溜分 を集めた.實 験結果 は表2の(D,(ll )に 示 した通

りで あつて,臭 化アセチ ルを用いた場 合(VH)の 牧 量70%に 比 べ ると幾 分良 くない様 で ある.戦

                   (98)


